
                                         

 

 

 

 

■トピックス 
◇土曜学習応援団「こども霞が関見学デー」に出展参加 ～文部科学省、8 月 3 日～ 
 

■随想 

◇ららら、プラスチック （11）みどりのそよ風とニホニウム 
前 日本プラスチック工業連盟 専務理事 岸村 小太郎 

■編集後記 
 

 

◇土曜学習応援団「こども霞が関見学デー」に出展参加 

～文部科学省、8 月 3 日～ 
 
8 月 3 日、東京 霞が関の文部科学省にて、「こども霞が関見学デー」が開催され、

塩ビ工業・環境協会（VEC）は、土曜学習応援団が主催するポスター出展に参加しま

した。 
「こども霞が関見学デー」は、文部科学省をはじめとした

府省庁等が連携し、省内見学や体験活動を通して、子供たち

に広く社会を知ってもらうとともに、府省庁等の施策に対す

る理解を深めてもらうことを目的とした取組です。 
この「こども霞が関見学デー」に土曜学習応援団も出展参加

しました。土曜学習応援団は文部科学省が進めている取組み

で、子供たちの豊かな学びを支える事を目的に、民間企業・団体・大学等が協力して

多種多様な魅力あるプログラムを準備し、学校や教育委員会に提供、実施されていま

す（出前授業や施設見学等）。 
 
VEC は文部科学省 2F ロビーで開催さ

れたポスター出展に参加しました（企

業・団体=30）。VEC のポスターでは協

会の紹介と身近な塩ビ製品の紹介、出前

授業の取組み、SDGs・リサイクル等を

通じて塩ビの特長を紹介しました。特

に、親子連れの来場者への訴求点を絞り

込み、できるだけ読みやすい文章、大き

な文字になる様に工夫しています。ま

た、出前授業のポスターでは『楽しく学

べる』感を表現するのに苦労しました。 
                      （写真 VEC ポスター出展） 
 
当日、文部科学省 5F では出前授業（企業・団体=10）が開催されたり、“大臣室へ

ようこそ“といったイベントもあり、各大臣とお話しができたとか…。 
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また、3F の体験活動コーナーでは、スポーツ庁の主催で車いすテニス体験会、パラ

アーチェリー体験会、ブラインドサッカー体験会、スポーツ用義足体験会などが、文

部科学省の主催で認知症を知るためのカレープロジェクト、一家に一枚ポスター（日

本科学未来館）、拡張現実熔接体験などが、更には文化庁の主催でアイヌ民族文化紹

介、マジック体験、子供茶会、バレエに挑戦、囲碁教室なども開催されました。ま

た、珍しいものとして、生魚（鯖）からアニサキスを取り出して、親子観察会を開催

していました（目黒寄生虫館コーナー）。 
今年のこども霞が関見学デーを通して、多くの親子が夏休みのひと時、日ごろ体験

できない経験を楽しんでいました。VEC は広く塩ビについて知っていただく機会とし

て、来年もこども霞が関見学デーに参加したいと考えています。 
 
尚、WEB で動画を配信しています。是非、ご覧になってください。  

https://youtu.be/umRIzhz_MDM 
 

（図 展示された VEC ポスター） 
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◇ららら、プラスチック （11）みどりのそよ風とニホニウム 

前 日本プラスチック工業連盟 専務理事 岸村 小太郎 
 

 2020 年 4 月に最初の緊急事態宣言が発令され新型コロナウィルス感染症も、本年 5
月に感染症法における第 5 類に移行し、季節性インフルエンザ等と同じ扱いとなっ

た。これにより、まだまだ完全とは言えないものの、私たちの生活も 3 年ぶりの平常

を取り戻しつつある。 
 そして、若い頃から私が打ち込んでいる合唱の世界でも・・・どこの団でも団員数

は減り、さらには解散を余儀なくされた団も少なくはないが・・・ようやく以前のよ

うな演奏活動ができるようになり、地域の合唱祭等のイベントも復活してきている。 
 そんなイベントの一つに、私も実行委員として運営に関わっている”コーラスフェス

ティバル in 和光”という合唱祭がある。和光市文化センターのサンアゼリア大ホールを

会場に、和光市（埼玉県）と近隣の市で活動する合唱団による演奏会で、今年で 12 回

目になるが、毎回 演奏会の最後に

は、和光市ゆかりの童謡詩人 清水

かつらが作詞した「みどりのそよ

風」を、会場の全員で歌うのが恒例

になっている。 
 清水かつら（1898 年～1951 年）

は、25 歳から 53 歳で亡くなるまで

の 28 年間を現在の和光市（当時は

新倉村・白子村）で過ごしていたこ

とから、東武東上線・東京メトロ有

楽町線の和光市駅前には彼が書いた

「みどりのそよ風」、「靴が鳴

る」、「しかられて」の歌詞を刻ん

だ石碑が建てられている（写真 1）。 
 そして、この歌碑の横には、大きな元素周期表のモニュメントが建てられている

（写真 2）。 

 
 

■随想  

写真 1. 清水かつらの歌碑（和光市駅前にて筆者撮影） 

 

写真 2. 元素周期表のモニュメント（和光市駅前にて筆者撮影） 



和光市にメインキャンパスを置く理化学研究所（理研）では、2004 年に森田浩介博

士等の研究チームが原子番号 113 の元素を発見し、2015 年には国際純正・応用化学連

合（IUPAC）により新元素として認定され、2016 年には「ニホニウム」（Nh）と命名

されている。このモニュメントは、これを記念して設置されたもので、113 番目の Nh
の部分が強調されている。また、和光市駅から理研に続く徒歩 15 分ほどの道は「ニホ

ニウム通り」と名付けられている。 
 私はかつて、この理研に企業からの出向者として 6 年間在籍していた。といっても

研究者としてではなく、技術の分かる事務方として、研究者と理研を所管していた科

学技術庁（現 文部科学省）とのパイプ役として 1995～2001 年まで務めていた。 
 その当時、森田さんは若手の研究者で、私とは吞み仲間でもあった。彼の研究で

は、一度実験に取りかかると約 1 週間は地下の実験施設に缶詰状態になる。そして、

その実験期間が明けると、地上に出てきて、吞み仲間と痛飲する。今はどうか知らな

いが、当時の理研では、異分野の研究者同士、あるいは研究者と事務方との交流を目

的に、金曜の夜等にはキャンパス内の食堂や喫茶室でお酒が安く飲めるようになって

いた。私も職場の上司に連れら

れて夜の喫茶室で酒を飲んでい

るときに実験明けの森田さんと

出会い、その後も何度となく一

緒に吞んでいるが、彼は酔うと

「ボクは、必ず新しい元素を発

見します！」と宣言していた。

そして、「新元素の名前はリケ

ニウムにするか、それともジャ

ポニウムするか迷ってい

る・・・」と言っていたのを思

い出す。結局「ニホニウム」に

なったのですね、森田さん。今

更ですが、「おめでとう！」 
今回は、プラスチックの話題はありません。済みません！ 
 
 

みどりのそよ風 1948 年（昭和 23 年） 

みどりのそよ風 いい日だね 
蝶蝶（ちょうちょ）もひらひら 豆のはな 
七色畑に 妹の 
つまみ菜摘む手が かわいいな 

みどりのそよ風 いい日だね 
ぶらんこゆりましょ 歌いましょ 
巣箱の丸窓 ねんねどり 
ときどきおつむが のぞいてる 

（作詞:清水かつら、作曲;草川信） 
 ※歌詞は 5 番まであるが、3 番以下は割愛した。 

写真 3．夜の理研食堂にて（2001 年 9 月撮影） 

    左から 2 人目が森田博士、中央が筆者 



 

 

 

PVC(塩ビ素材)の特長を活かした製品のコンテスト PVC Award 2023 
～大賞 100 万円！ 応募は 2023 年 9 月 30 日（土）まで～ 

 
PVC Award 実行委員会では、「生活を豊かにする PVC 製品」をテーマに、PVC（塩

ビ素材）の特長を活かした魅力ある製品を公募し表彰するコンテスト『PVC Award 2023』
を開催。2023 年 7 月 1 日(土)より作品の募集を開始しました。応募期間は 9 月 30 日

（土）までです。 
PVC は、省資源で加工性、印刷性、耐久性、難燃性、耐腐食性、リサイクル性などに

優れたプラスチック素材です。この PVC の特長を活かして、製品に機能を付与すること

で、私たちの生活の利便性向上やリサイクル、医療・福祉、安全、防災など社会に貢献

している製品を募集します。 
応募していただいた作品の中から選考により、大賞（副賞 100 万円）、優秀賞（副賞

10 万円）、特別賞（副賞 5 万円）、入賞（副賞 2 万円）を決定します。 また、入選作

品を中心とした応募作品の展示会を東京と名古屋で開催します。奮ってのご参加をお願

いします。 
募集要項、応募方法、スケジュール等の詳細は公式ホームページ( http://www.pvc-
award.com )でご確認ください。 

（PVC Award 実行委員会） 
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